
消化管または腸内の微生物叢は、バクテリア、古細菌、菌類、原生動物、ウイルス（主にバクテリオファージ）などの膨大
な数の微生物で構成されています。少なくとも腸内には、身体全体に存在する細胞と同じくらいの数の微生物細胞が存
在しています。1 その最も大きな部分を構成する細菌は、犬と猫の微生物叢の 98% を占めており2,3、宿主の健康に関して
重要な役割を担っています。消化管内の細菌は、代謝への寄与、潜在的な病原体からの保護、免疫系の強化、健康な腸
構造の促進といったきわめて重要な機能をもたらしています4。消化管内の微生物叢については、それらの役割や重要性
が科学者らによってようやく理解され始めてきたところです。 

消化管内微生物叢の構成は、食餌、環境、年齢、宿主の遺伝的因子、投薬、疾患など、さまざまな因子によって影響され
る（あるいは大幅に変化する）場合があります。5–8  これらの因子には、制御できないものがある一方で、食餌は、腸内
微生物叢に、そして最終的にはペットの健康に影響を与える機会を日々提供しています。

腸内微生物
叢の管理
高度な分子微生物学的手法により、犬と
猫の消化器（GI）管には、多様かつ活動的
で、複雑な微生物群が存在することが明
らかになっています。

目的別の栄養

微生物叢

哺乳類の腸内には、およそ 
1010 ～ 1014 個の微生物が存在
しています。17

ご存じでしたか？

キーメッセージ 

  ���食餌は、犬・猫に栄養を与えるだけではなく、腸内微生物叢の餌にもなり、
その構成や細菌の代謝産物の産生に影響を与えています。9 微生物代謝産
物は、動物の消化管に作用したり、吸収された後、消化管以外の場所でペッ
トの健康に影響を与えたりすることがあります。9 

  ���微生物叢は、食餌の成分、主要栄養素の濃度、消化性、加工処理方法に
左右される場合があります。4,9–12 これらの因子は、栄養の消化と吸収に
影響を及ぼし、どの基質が微生物代謝産物として利用できるかに影響を
与えます。9,10 

（次のページに続く)



キーメッセージ（続き）

  ���食物繊維を含む不消化炭水化物は、腸内微生物が好む燃料です。ただし、タンパク質と脂肪がある場合には、腸内
微生物叢はそれらを利用することが可能であり、実際に利用しています。12,13 

  ���腸内細菌は、不消化炭水化物を発酵させて、酪酸、プロピオン酸、酢酸などの短鎖脂肪酸（SCFA）を産生しま
す。SCFAは、腸内の上皮細胞や他の細菌の重要なエネルギー源であり、シグナリング分子として働き、上皮性関門
の機能を促進し、腸運動を制御し、抗炎症効果を働かせます。 

  ���小腸で消化・吸収されなかった食物タンパク質とアミノ酸は、腸内微生物叢により発酵を受ける場合があります。
アミノ酸代謝により産生される代謝産物は有益なものもあれば、特定の炎症性疾患に関係しているものもありま
す。9

  ���消化管内微生物叢の餌となり、影響を与えるその他の選択肢にはプロバイオティクスとプレバイオティクスがあり 
ます。 

  ���プレバイオティクスは、イヌリン、チコリ根、小麦アリューロン、サイリウム、その他のオリゴ糖などの発酵可能な不
消化炭水化物であり、食品の消化性を著しく変えることなく、有益な可能性のある微生物の成長や活性を選択的に
促進します。14 

  ���プロバイオティクスは生きた微生物で、次のような直接的または間接的な効果をもたらす可能性があります。15 

  ���代謝相互作用により常駐菌の増殖を刺激する 

  ���病原性のおそれのある細菌の数を減少させる 

  ���腸管上皮および腸管免疫系と相互作用する 

  ���シンバイオティクスは、プロバイオティクスとプレバイオティクスを組み合わせたものです。組み合わせには、補完
的な組み合わせ（プレバイオティクスとプロバイオティクスがそれぞれ独立したメカニズムとメリットを持つ）と相
乗的な組み合わせ（プレバイオティクスが組み合わせたプロバイオティクスが好む基質となる）があります。16

（次のページに続く)
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Purina Institute は、ペットがより長く、より健康的に生きるための、科学に基づく顧客に寄り添った情報
を提供することで、ペットの健康に関する議論の最前線に栄養を位置付けることを目指しています。


